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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、非接触のアクティブ中性子法により核分裂性ウラン、

プルトニウム、含有水素量を定量化し、燃料デブリの臨界安全上の特

性を評価することができる測定システムを開発し、同時に燃料デブリ

取出し作業員の安全確保方策の確立に貢献する基盤技術として多領域

積分型動特性解析コードを開発し、燃料デブリの動きを含む燃料デブ

リ弱結合炉体系の臨界影響評価を実施できるようにすることを目的と

する。開発に当たっては現場適用性の確認をすることを目的として、

以下の項目を行う。なお、開発に当たっては現場適用性を確認する。 

１）燃料デブリの臨界特性測定システムの開発 

 ２）燃料デブリの臨界特性測定システムの性能試験 

 ３）燃料デブリ弱結合炉体系臨界影響解析手法の高度化 

２．総合評価 Ｂ 
・日露共同研究として採択された課題が、国際情勢により、国内研究の

みに変更となったが、所期の目標を達成できている。 

・一方で、非接触のアクティブ中性子法による誘導核分裂中性子と含有

水素による熱化中性子の同時計測によりデブリの臨界特性を測定す

るというチャレンジングな取り組みであるため、精度の向上など、実

用化の観点で課題が残っていると考えられる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


